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め

陀
る

も
、

本
邦
に

於
て

多
數
に

二

種
が

産
す
る

に

係
ら

す
余
は

其
中
間

形
こ

も

見
做
す
べ

き
も
の

を

見
セ

る

事
な

く
、

本
種
は
一

般
に

前
種

よ
 

も

橙
黄
色
翅
多
く
、

且

前
翅
基
部
よ
う

第
二

の

線

は
度

ミ
〜

簿、
暮

に

於
け

る

如

く

直
ち
に

内
方
に

斜
走
せ

す・
し

て
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旦
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外
方
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向
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前
線
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本
種
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申
室

外
の

線
は

y
字
款

を
呈・
し

、

』

萱

ミ、、
ミ

に

あ
り

て

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
へ

「

＞
」

字
状
を
呈
す
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然
も
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ミ
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菱
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於
け
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角
度
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本
種
の

有
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す
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線
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相
當
す
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醤
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し
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遙
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鈍
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を
見
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ぺ
・
し
。
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へ
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余
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他
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な
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概
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ざ
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以

上
二
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別
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な
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…

　
口

吻
は

よ
く

發

達
し

、

唇
鬚
は

水

挙
に

出
で

僅
に

額
片
を

越
え

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

雄
の

觸
角
は

氈
毛
を

有
す

。

脛
節
に

は

長
き

距
を

存
す

。

前
麺
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
へ

二

脈
は

中
室
の

中
央
よ

り

斜
出・
し
、

第
三

脹
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下

角
前
よ
り

發
し

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

第
五

賑
は

下

角
上

よ

り

發

し
、

第
亠

ハ
、

七
、

入
、

尢
賑
は

基
部

を
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に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
 

す
。

第
十

、

十
一

賑
は

中
室
よ

昏

出
づ．

ワ

後
翅

第
二
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中
室
の

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
…

央
よ

り

出
で

、

第
三

脹
は

下

角
に

近
く

出
で
、

第
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五
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二

日
受

領
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明
治

四

十
一

年
十
二

月

本
誌

第
二

百
四

十
二

號
を

借
り

て

日

本

内
地

産
白

蟻
二

種

を
記

載
せ

る

右

臼

蟻
に

關・
し

て

素
木

農
學
士
の

有
釜
な
る

研

究
あ
ら
o

「

本
邦

産
白

蟻
に

就
て
」

ご

題
・
し

日

本
昆

蟲

學
會
力

報
第
二

卷

第
十

號
に

在
來
既
知
の

も
の

三
樫

益
び
に

五

新

種

を
發

表
せ

ら

れ
た
る

が

之

に

よ
り

自
蟻
驅
除

法

研
究
に

從

事
己

つ

≧

あ
る

吾
人
の

如

き
は
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道
の

光
明
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認
め

た
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の

戚
な
き

能

は
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爾
來

本
邦

産
白
蟻
に

麓
て

は

同

氏
の

結
果
に

從
ひ
さ

き
に

臺
灣

總
督
府
よ

り

發
行
せ

る

第
一

回

白
蟻
調

査
報
告
書
に

於
て

も

概
ね

其
命
名
法
を

襲
用
せ

し
も

其
名
予
の

採
集
む

得
た

る

幾
多
の

材
料

に

毅
て

重

ね
て

研
究
を
試
み

た
る

結
果
氏
の

記

載
せ

る

峯
灣
産
新

種
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二
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出
殆
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す

る
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を
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す
Q

も

こ
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雲
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過
雁
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す
べ

き
小

問
題
な

れ
ざ

も

自
蟻
の

害
に

麓
て

一

九
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臺
灣

産
白

蟻
に

就
て
（

大
島
）

多
少

世
の

注
意
を
惹

起
せ

る

今
日
其

學
名
を

確
定・
し

置
く

の

必

要

に

逾
れ
る

を
以
て

不
敏
を

顧
み

す
此
の

稿
を

草
し

以

て

素
木
農
學

士
並

び
に

昆
蟲
響

門
學
者
の

示

敏
を

乞
は

ん

ε

す
。

　

予
ご

素
木
學
士
ご

共
に

職
を

臺
灣
總
督
府
に

奉
す
る

も
の

私
交

上
に

就
て

は

何
等
の

隔
意
な

む
。

當
初

此
の

研
究
に

閣
し

て

は

互

に

其
標

本
滲
考
書

を

交
換
こ
、

共
同
研

究
ご
・
し

て

歩
調
を
同
ふ

し

楽
b
・
し

も

今
や

互
に

見
る

處
を

異
に

6
劉
底

同
一

の

軌
道
を

蹈
む

事
能
は

ざ
る

を
以

て
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に
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が

研

究
の

結
果
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發
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・
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以
て

氏
の

示
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乞
ふ
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爾
云
ふ
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體
は

赤
褐
色

を
呈

し

觸
角
及
び

脚
節
ほ

淡

褐
色
な
bo

頭
部
は

　

圓
ー

幅

廣
き
前
額

を

有
し

上
唇

比

較
的

大
に

し
て

宇
ば

大

顎
を

覆

…

ふ
。

複
眼

大
に

し
て

突
出
し

其

内
側
に

密
接
し

て

不

明

瞭

な
る

單

…
　

眼
を

備
ふ
c

觸
角
は

不
完
全
に・
し

て

其
繭
節
數
を

知
る

事
能
は

ざ

｝
　

蔭

も

も
幕

節
は

圓
筒
歌
を

皐
し

苴

萇
さ

は

第
二

第
三

爾

節
を

合
せ

一
　

た
る

も
の

に

相
等・
し
。

第
二

節
は

第

三

節
よ

ら

長
し
。

前
胸
は

頭

〜へ
　

部
ご

相

等
し
き

幅

を

有・
し

前

線
直
線
を

齧

き
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縁
牢
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呈
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す
も

透
明
に
・
し

て

稍
光
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備
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を
帶
ぷ

、
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な
る

麺
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は

赤
鶴
色

を

呈
せ

る

が

前
線
版

及
び

副

〜
　

前
縁
脹
は

殆
ご

相
季

行
し
て

走
り

後

者
は

前
者
に

向
っ

て

五

枝
を

…一
　

分

出
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o

第
二

賑

最
も

長
く

翅
の

中
央
に

逹
し
て

前
線
臉
ご

結

合

一
　

す
、

中
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幅
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に
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す
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縁
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前
縁
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及
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副
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縁
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は

其

基
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於
て
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前
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は
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す
o
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翅
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よ

り
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に

大
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な
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縁
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を
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尖
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超
ゆ
。

　
　

　
　

前
翅
を

開
張
せ

る

長
さ

　

　
　
　

　
二

五
、

ミ

、

メ
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g
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三、
・
三
二．
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訟

差
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三
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＜
cr
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訓
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＝

葦

∈
三．

…
証
一
『
ン
こ

渓．
砿

C
ユ

ご剛
＝

三−鹽

連

書
解
識
羃曽
歌

餮
h

い

十
齢
黙
“

巨
气
二
借

＝．

B
藜

∴
臣

ひ−
一，

匿冨、
〔

ど

自
88

；凵
衾

二

髦
一

℃
（

畄

馨
5．宀
二

み
、

冖

ゴ
塁
：
笋け
3
∋

9

もQo

。

ー
迂
℃触
三・

＜

c，°
戸’
厂

審
畧

ぎ゚

や

民

巽）9

鑾

灣
産
白

蟻
に

競
て
（

大

島
）

　

　

　
　
　
　
（

麿

誉
襠
蠶
慱
賻
寿．
諜
）

　

　
一

ε
n）、
一

曼
μ

8
酔

毳
已
o
醗

二

簟、
ご
 
゜。

C
鵬

三
三
9

霧
ー
回

鍛

纛
鞏
醗
業

　

　

　
　
　

屮

騨
 

P

　

　

此
の

腫
は

甞
て

内
地
産
白

蟻
な
る

標

題
の

下
に

本
誌

に

記

載
せ

肱
　

る

を
以

て

記

事
の

重

複
を

避
く

る

事
こ

な
し
た

る

も

其
の

分
布

並

　
　

び

に

他
の

内
地
産
の
一

強
な
る

」

」
β

三
。
c

ε

…（
裘

・。一

葺
畧

蒙

罫）
；
。

　

ご

の
．

睡
別

に

就
て
】

言
論

及
せ

ざ
る

を

得
キ
、

素
木

氏
は

此
の

臼

　

蟻
は

内
地
に

産
す
る

も
の

に

し
て

臺
灣
に

は

未

だ

之

を
見
キ
ビ

記

　

さ

れ
セ

る

も

予
の

研

究
に

從
へ

ば

此
の

種
は

東
京
附

近
よ
う

臺
灣

　

北
部
に

亘

b
て

芬
痛
す
る

も
の

莖

如
し
G

即
ち

予
が

在
學
當

時
東

　

京
小

石
川
植
物
園
事

務
斯
床
板
よ

り

探

集
せ

る

も
の

之
に

し

て

秘

一
　

村

博
士

指

導
の

下
に

概

究
セ

る

結

果
は

此
の

種
は

全

く

　．
に
［
ぎ
−

　

三
x、
請

の

記

載
ご

府
合
す
る

も
の

に
・
し

ぐ

、

東
北
農
科
大

學
昆
蟲
學

　

敏
室
に

所
癒
せ

る

標

本
は
（

産
地

、

氣
仙
沼
及

乳

幌
）

次
の

如
き
諸

　
　

點
の

相
蓮

を

有
し

既
に

日

本

産
白

蟻
．
｝
し

て

知
ら
れ

セ

る

−冖．°

　

馨
耋
二

訟

ご

同
一

種

な
る

事
を
知
る

を

得

控
b
。

成

　
蟲

亞

成
蟲

　
辛
δ

舅
ゴ

『

蘭

翅
に

於
け

る

前
隷

脈
及
び

副

前
縁

脈
は

密
接
む

て

走
向
し

中

蘇
と

副

前
縁

脈
電

の

距
離
瓢

荊

者
と

副

中

脈
巳

の

距
離
の

二

倍

に

等
し

大
顎
右

片
は

玉

齒
を

読，
し

三

個

は

尖

端
に

位
む
互

に

密

接
で

左

片
碍

四

齒
を

宥
し

籏
生
す

複

眼

色
彩
を

有
せ

す

　
一
ぎノ
高

鷲
 

薊

翅
に

於
け

る

前

隷
躁
は

他
品

に

比

し
て

稻亠
ハ

な
る

間

隔
を
有

し

中

蘇
ロ

副
前

脈
及
び

副
中
脈

の

中

間
を

走
る

大
顎．
右

片
樽

簇
生
せ

る
四

齒
を

有

し
左

片
は

五

齒
を

備
（
三

個

ほ

尖
端
に

位
ず

複

眼由
亦

錫
色
を

帶
ぶ

一
＝
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内

外

蠡

報

兵

蟻

鐫
艸

鑑

し

て

後

讐
〔

｛

襖

　
齲
鶲
軅
妣

し
。

稱
．

大

　
元
ご

此
の

二

者
は

極
め

て

類

似
せ

る

も
の

に
・
し

て

素
木
氏

も
論

述
せ

ら
れ

た
る

が

如
、

日

本
固

有
の

樋

類
は

或
は

他
の

地
方

的

變

睡

な

る

や

も

計
り

知

る

べ

か

ら

す
C

然
れ

こ

も

右
の

如
く

予
の

目

槃
せ

る

標

本
に

於
て

は

明
搾
．

る

相
違
あ
る

を
以
て

暫
く

之
を

別

種

ご

見
な・
し

、

次
に

豪
灣
藁
北
に

於
て

予
が

屡
採

集
せ

る

穐
類
に

就

て

観

露
を

下
さ

ん

に

此
の

種
は

東
京
産
臼

蟻
ご

何

等
の

相

違
を

有

せ

す
以

上
の

諸
點
悉
く
．

戸

｛

す
三

弓

詫

に
一

致

す
る

を
以

て

此
の

種

が

臺
灣
に

産
す
る

こ

ご

明
瞭
な
れ

こ

も

素
木
氏
が

臺
灣
の

北
部
迄

分
布
す
ε

記
さ

れ
・
し

．尸
！

。・

℃

電
畧

磊

は

果
・
し

て

臺
灣
に

産
す
る

や

否
や

頗
る

疑
問
に

屬
す

。

予
も

甞
て

同
】

の

誤
見
を

有
し

本
誌
に

於
て

．閣
！

コ。

【
v

鐔
畧

話

は

臺
灣
に

分

有

す
る

が・
如

く

記
せ
・
し

も

詳
細

に

研
究
せ

る

結
果
皆
田

靭

予
の

見
て

以
て
冖
弓凾

署
O

簧
雲
の

こ

思

考
せ

る

者
は

全
く
ー一

！

夛
で、
与〔
詬

な
る

事

を

知
る

を

得
た

り
O

同
氏

亦
同
一

の

誤
り

を

反
覆
せ

る

に

非
宇
や

記

し

て

以

て

高
敖
を

待
つ

へ

末

完
）

内

蹄

彙

蘇

　
　

遑
化
論
逡
傳
及
趨
曼

學

●
進
化
論
者
の
一

空

想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丘
博

士
、

本
年
一

月
の

中
央
公

論
に

、

『

人

類
の

將
來
』

を

論
巷

ら
れ

し
が

、

家
で

慶
應
義
塾
に

二

二

　

　

於
て

『

人
類
の

不

進
歩
』

を
講
演
せ

ら

れ
、

其
の

筆
記
は

同
塾

　

　

學
報
二

月
號
に

掲

げ

ら
れ

だ

り
。

博
士
の

論
ぜ

ら
れ

し

所
は

、

　

　

現

代
文
明
に

對
す
る

忌

憚
な

き
、

む
か

も

眞
蟄
な

る

批
評
ε

警

　

　

告
ご

な

ウ

し
も
、

其
の

立

論
の

基
礎
は

、

生
物
學

、

進

化
論
の

｝
　

　

事
實
に

置
か

れ
た

b
。

さ

れ
ば

、

量
の

道

徳

家
宗
敖
家
の

之
れ

一
　

　

に

饗

も
如

何
な

る

反

響
を
興

ふ

べ

き
か

は
、

吾
人

の

聞
か

ん

ご

…
　

　

欲

す
る

所
な
う

し
が

、

饒
に

由

路

愛
山

、

白
松
南
山

其
飽
の

諸

…
　

　

氏
の

譁
論
の

表

は

れ
だ

る

を
見
る
。

而

し
て

中
嶋
徳

藏
氏
の

一

　

　

篇
、

論
じ
て

最
も

詳

細
に

渉
仙

り
。

衣
に

抄
鐐
す
る

所
の

も
の

…
　

　

即

ち

是
れ

也
。

但
・
し

茲
に

は

譁
論
を
紹

介
す
る

に

止

ま
る
。

故

…

灘

報
鍼
縁
耀

れ

ん

事
希
．

青
堪
へ

電

…
　

　

中
央
公

論
一

月

號
に

、

丘
博
士
は

、

人

類
の

絶

滅
す
べ

き

事
、

　

ム
ー

既
に

繩

滅
の

下
り

坂
に

傾
き
居
る

を
言
へ

る

を

聞
き
、

早

速
一

…
　

讃
せ

る

に
、

其
の

豫
言
は
一

種
の

空

想
に

過
ぎ

す
。

さ

れ

共
、

其

　

の

基
礎
が

進
化

論
に

む
て

、

主
張

者
が

立

派

な

る

學
者
な
る

を
以

…
　

て
、

世
人
の

或
は

之
れ
に

對・
し

て

信
仰
を

超
さ

ん

を
恐

れ
て

、

一

言

　

辯
じ
置

か

ん
こ

す
る

次
第
也

。

　

　

先
づ

斯
か

る

豫
言
の

及
ぼ

す

結
果

よ
り

考

え
ん

に
、

吾
人
々

類

…
　
一

切
が

跡
形
も
な

く
な

り
、

歴

史
的
生
活
も
煙
の

如
く

清
え
失

す

　

べ

き

が

最
終
の

事
實
な

り
ご

す
れ

ば
、

第
一

、

入

生
の

無
意

義
を

　

思
ひ

淨
ば

し
め

、

　一

種
の

厭
世
觀
を
懐
か

し
め

ざ
る

を
得
す

。

其

　

の

結
果
は

自
暴
自
棄
ピ

な
り
、

唯
だ

現

時
的
の

快
樂

、

特
に

瞬
問

D
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